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雲根誌という書が出た｡私自身名前はごくかすか

にしか闘いていなかったし内容はまったく知らなかっ

た由が一読するにおよび深い興味を覚えあ豪ねく紹

介したい衝動にかられた昔

このような著作が今まであまり人目にふれること

なしにいたのはまったく不可解なこと1で言を衡え1ま

我国の地質学などの根の浅葱を感ずる｡限定版で少冷

償の張る酬峨念であ墨が岩石や古墳に貝を向けてい

る研究煮や趣味の人命にとっては一読心屍の価値はあ

ろう.この著作は本衆江戸時代後期に出版されたも

のでかな1)読みにくいもので勅る｡しかし今回今

井功氏によって読みやすく(といっても古恩な文語文

で)書き改められ豊窟な注と詳細な解説によって

私たちの身近に持って来ることが出来た曲

解説はよると箸春木内石亭は一七二四年近浜国の

名家に生まれ一生金銭の苦労を知ることなくギ十一

才にして初めて奇石を愛し今に主○年来昼夜これを

もてあそびてJ'暮した入らしい白

雲根誌とほ｢石誌Jというほどの意味で全三巻紀分

かれている(今国は一括).そして石は以下のように分

類一列挙されている､もとより現代の知識からすれ

ば分類にも記述にも荒唐無稽な部分が少なくないけ

れどもそれだげでこの書を評価してはならない｡

以上各章に盛られた項目は全部で六〇〇以上に達し

一項に石一種の産地1性状1由来などが記述されてい

為､各項の長さは一頁に達しない程度である､

霊異類:奮い伝奏のある1百

榮用類:鉱物類

変化類:鋤積物に絞の似た(それらから変イビした)斎で化看もこ

掌)㍗鰹

奇怪類:新巻由珍看類で書い伝えに叢っ妻浦ものが紬'

愛玩類:麓孫1鹿蚕嫁む

光彩類:鉱物的鍛看狂妊

生繊簸:鱗く孫貸蹴翻こ蘭し紀伝承約要素の強いもの

像形類:生物｡無生物紀形川以ているもの

餓刻類:冠誰埋条じ簑抵ど

寵愛類:有名人や寺社などで愛蔵されたもの

この蜜の内容に刻しではいくつかグ)面から価値や

輿瞭を強調することが出来よう｡その第一はまぎれも

なく砦育学1鉱物学1考盲学の肯鎮としての価値であ

る｡この点は学閥的な系統からすれば｢本草綱目｣

の流れに沿うもので娑時胃新しかった蘭学の影響も認

められる｡たとえば喋用1光彩1鶴刻｣の章では

謁述か客観的で現代鉱物学などに直接通ずる自然科

学の館芽を屍るこ肋拙来る｡鉱物名などには現在と

岡し名称も多い｡解説でも強調されているように私

たちの国土から生じたこの科学の芽か偲びることなく

枯れてしまったのはこの上ない病根事であった.江

戸時代の他の多くの科学的業績と同じ運命をたどってし

まったのである由

最後に蛇昆を加えるなら凄時代が下り地質学あし

てもう少し本格的なものに志賀箆昂の叩本風無論｣

がある｡文学と地質学の申聞的な著書であるが雲根

誌と同じく貿本の自然から自ら生じた知識である吉

しかし明治以後の学界は欧米の知識を直輸入するのに

急で雲根誌も風儀論も現代員本の地質学などとは戯

絶したはるかな吉輿になってし塞った､

(撃者は地衡都)
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